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 井 勝  久 喜  

「循環型社会」のイメージは？  
 
「循環型社会を作ろう」

とか、「３Ｒを推進しよ

う」という言葉を聞いた

こ と が あ る と 思 い ま す

が、このフレーズで多く

の 人 が 思 い 浮 か べ る の

は、「リサイクル社会」

ではないでしょうか。「循

環」と聞けば「めぐる」

という言葉を想像し、「循

環型社会」といえは「リ

サイクル社会」を思い浮

かべるのは当然だと思い

ます。また、「３Ｒ」で

思い浮かべるのは、固体

の 廃 棄 物 だ と 思 い ま す

が、廃棄物は固体だけで

なく、気体、液体、廃熱

などがあります。これら

は、そのどれもが、エネ

ルギー、資源、食糧、水、

有 機 資 源 に 関 係 し て お

り、固体の廃棄物だけリ

サイクルしても循環型社

会はできません。  

 実は、循環型社会形成

推進基本法における「循

環型社会」の定義では、

「循環」が目的ではなく、

天然資源の消費が抑制さ

れ、環境への負荷が低減

された社会を作ることが

目的となっています。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

従って、この定義からす

ると循環型社会はリサイ

クル社会のことではあり

ません。循環型社会の真

の目的は、脱化石と省資

源であり、枯渇性資源の

循環利用による枯渇の回

避、循環資源の持続可能

な利用などを通じた人間

生活の豊かさの向上と継

続にあります。しかし、

「循環型社会」と聞いて、

「持続可能な社会」を思

い浮かべる人はほとんど

いないと思います。  

 環境問題ではこのよう

なことがよくあります。

例えば、地球温暖化防止

についても、二酸化炭素

の削減が目的化してしま

っていますが、本当は資

源消費を押さえた持続可

能な社会を作ることが目

的 で な け れ ば な り ま せ

ん。少し考えれば、おか

しいと言うことが分かる

のですが、なかなか理解

することが難しい状況で

す。「３Ｒを推進しよう」

と聞いて、「リサイクル」

を思い浮かべる人はいて

も、「資源の節約」を思

い浮かべる人は少ないの

ではないでしょうか。ま

た、循環型社会の指標と

してリサイクル率などが

示されることがあります

が、真の循環型社会とは

何かと言うことを考えた

とき、適切な指標とは思

えません。というより、

リサイクル率を示すこと

で、「循環型社会」＝「リ

サイクル社会」という誤  
 

解を与えてしまっている

ように思えます。  

 これらのことは、使わ

れている用語（誤解を与

えそうな）の問題と共に、

あまりにも単純化した説

明が行われてきたことに

問題があるように思えま

す。環境問題について市

民に注意を喚起するため

には、地球温暖化や環境

ホルモン、リサイクルな

ど分かりやすい報道や伝

え方も必要でしょうが、

そのことが、かえって環

境問題の解決を遅らせて

いる可能性もあります。

そろそろ真の環境問題解

決、つまり、持続可能な

社会を作るためには何が

必要なのかについて、丁

寧に伝える努力をするこ

とが必要でしょう。  

 ブ ー タ ン 王 国 で は 、

G D P（国内総生産）では
な く 、 G N H(グ ロ ス ・ ナ
ショナル・ハピネス／国

民 総 幸 福 )の 向 上 を 目 指

して国の政策が行われて

います。心豊かな人間ら

しい暮らし、自然と共生

した人間社会、貧しくな

い経済社会を維持しつつ

環境にも負荷をかけない

社会システム、弱者に配

慮した持続可能社会、こ

れらを総合的に判断する

指標を考え、その指標を

基に多くの人が議論でき

るような仕組みを考える

ことが必要な時期に来て

いるのではないでしょう

か。  
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